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リルケの詩作品での直輸
保坂直之
Der WieべTergleichin den Dichtungen Rilkes 
Naoyuki HOSAKA 
Als sich Rilke nach der Unterbrechung des engen Kontaktes mit Auguste Rodin mit "Neue 
Gedichte“in Paris beschaftigte， stand er noch sehr unter dem grosen Einfluβdieses grosen 
Genies der plastischen Kunst. In der zweiteiligen Gedichtsammlung versuchte R辻ke，die 
verschiedenen Dinge deutlich herauszubilden， plastisch zu machen. Oft scheinen die 
metaphorischen Ausdrucke darin nicht eindeutig zu sein， und es ist daher manchmal schwer， 
deren Sinn klar zu fassen. Trotzdem ist es eindrucksvoll， dass der Wi，蛇e
Me凶ta勾ph除er da飴s klare Image des Geg伊ens凶t同and，伽es hervorruf島b凶n. In den Werken dieser 
Gedichtsammlung回tdie interaktive Wirkung zwischen dem Image， da創sim Wi，時e
derK仁on可junktion" wi児e“stωeh杭t，und dem diesem Image verglichenen Gegenstand sehr effektiv. 
In der Stilanalyse der Gedichte aus "Neue Gedichte“habe ich versucht， die Art der 
dichterischen Rhetorik in den Dichtungen Rilkes zu erklaren. Dabei kann man feststellen， dass 
die Interaktion der beiden Bestandteile des WieべTergleichsin der Dichtkunst sehr wichtig ist. 
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言葉を十分に話すことができない子供で、あっても、手近にある積み木を取り上げて、ぶーぶーと言
いながらその積み木を自動車.に見立てて動かすことをする。積み木には車輪はなく、ただの細長い木
切れである。その積み木と自動車に類似性があるとすれば、その木切れの大きさ、重さ、形や原色の
塗料が光った感じが、その子が持っている自動車の玩具と似通っている点などであろうか。だがそう
した類似性は、この見立て遊びの出発点、とっかかりでしかない。つまり見立て遊びをする子供にと
って、それが積み木であるかどうかは遊びを始めた瞬間以降はじつはどうでもよく、その積み木がす
でに積み木でなくすばらしく美しくてよく走る自動車であることだけが切実な問題なのであるD 類似
性への意識とは、重みや色が似ているとしづ意識を強調することによって、逆にその要素以外が似て
いない、つまり対象が本当は別のものであるという醒めた意識を呼び覚ましかねない。醒めている限
り見立て遊びは成立しない。だから遊びを始めた限りは、その遊びを継続するためには取っ掛かりと
しての類似性の意識を忘れることにして、積み木を徹頭徹尾自動車として見る必要がある。
だが、見立て遊びをしている子供がし、かに想像力豊かに親の目に映るのだとしても、子供の見立て
遊びと言語表現の技術としての比輸とは似て非なる働きをしている。見立て遊びでは、その対象が喚
起するイメージが問題であり、対象の現実の性質は、見立てるきっかけとなった類似性を忘れること
にしたあとではどうでもよいことで、あって問題とされないD 手に持っているものは積み木などではな
く、それをあくまでも自動車.と見ることが約束なのであるD この見立て遊びの状況を「この積み木は
まるで自動車のようだ (DerBauklotz ist wie ein Auto.) Jという直輸の文で表記してみるとどうだろ
うか口見立てとは、「これは積み木だ (Dasist ein Bauklotz.) Jという現実を忘れることにして、 Wle
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以下の比喰イメージ、つまり「これは自動車だ (Dasおtein Auto.) Jのほうを現実として見ることで
ある。現実として見るためには、イメージはなるべく拡大展開されたほうがし、い。たとえばこの車が
クラクションを鳴らしてゆっくりと急な勾配を登る、という状況を副文章で付け加えるように口クラ
クションを鳴らしてスピードを落として急坂を，登っている以上、これは積み木ではなく自動車だ、と
見ることが見立て遊びの心理である。
Hier ist ein Auto， das hupt und langsam einen ansteigenden Weg hinauffahrt. 
しかし、この文をもしも以下のようにwie比輸の文に改めた場合、坂を登る自動車のイメージは積
み木のさまをありありと彩る文彩として働き始め、見立て遊びのケースとは逆に、遠回りした分だけ
むしろ表現の焦点は積み木に集まる。
Wie ein Auto， das hupt und langsam einen ansteigenden Weg hinau首ahrt，so fahrt sich der 
Bauklotz. 
焦点を比輸のイメージに固定することを見立て遊びの特徴と見た場合、比日食イメージに向けられて
いた注意を対象に向けなおす直輸の構造とは正反対である。対象を再現する手段としての直輸は、常
に対象のありように、つまりその積み木がどのようであるのか、という問題に立ち返って解釈される。
その結果、比輸のイメージだけが前景に出て比輸される対象が消滅する、というようなことはない。
前景と後景とが二重写しになるところが比輪表現の妙味にほかならず、積み木と坂道を登る自動車の
双方がバランスよく相互作用するように意図的に調整されているはずであるD 特に言語芸術作品にお
ける比輸では、比日食の対象と比輸のイメージという二つの構成要素のいずれかが消えることなく、読
み手に相互作用を意識させるような仕組みを含んでいるはずである。
『新詩集 (NeueGedichte) jに取り組んでいたリルケはロダンの直接の影響下にあった。対象を手
作業を通して造形することを目指していたとも言えるこの詩集での比輪表現は、意味の一義的な解釈
においては難解でありながら明断な対象喚起力を感じさせる。この仕組みは、見立て遊びのような比
愉イメージの拡大を目指すのとは正反対の比輸の性質、つまり意味を収飲する中心点としての「対象
は実は何か」という観点を読み手に常に意識させる比喰の措法に由来する。本論ではこの詩集から二
つの詩を取り上げ、直輸を中心にして文彩のさまざまなありょうを観察する口特にこの時期のリルケ
の「表面 (Oberflache)Jにこだわる詩法に触れつつ、詩的な比喰での相互作用効果を高める仕組み
に焦点を当てる。
Fruher Apollo 
初期のアポロ
Wie manches Mal durch das noch unbelaubte 
Gezweig ein Morgen durchsieht， der schon ganz 
im Fruhling ist : so ist in seinem Haupte 
nichts was ver hindern kりnnte，daβder Glanz 
ときおり、まだ葉のない枝を抜けて
もうすっかり春を思わせる朝の光が
射しこむことがあるように、アポロの頭部には
私たちが死んでしまいそうなほどに射抜かれる
aller Gedichte uns fast tりdlichtrafe; 
denn noch kein Schatten ist in seinem Schaun， 
zu kuhl fur Lorbeer sind noch seine Schlafe 
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und spater el'st wird aus den Augenbraun 
ありとあらゆる詩の輝きを、妨げるものは何もない。
というのも彼のまなざしにはまだ影はなく、
彼のこめかみは月桂冠をかぶるにはまだあまりにも冷たく、
眉の中からバラ園が
hochstammig sich der Rosengarten heben， 
aus welchem Blatter， einzeln， ausgelost 
hintreiben werden auf des Mundes Beben， 
丈高く立ち上がるにはまだ少し時がかかるだろう。
そのバラの株からは花びらが一枚一枚はがれて
震える口へと落ちるだろうが、
der jetzt noch stil ist， niegebraucht und blinkend 
und nur mit seinem Lacheln etwas trinkend 
als wurde ihm sein Singen eingefl凸βt. 1) 
その口は今はまだしんとして、一度も使われたことなくぴかぴかと光りながら、
浮かぶ微笑とともに何かを飲みながら動かず、
自らの歌が自らの中に流し込まれているかのようだ。
取り上げた詩は古代ギリシアのアポロの石像の形象化を目指したソネットで、 5脚のヤンブスで書
かれている。 weiblichな詩行、つまり余り脚を含む 11音節の詩行と、 mannlichな、 10音節の詩行
とが交互に現れる。脚韻も((abab/cdcd))と交互に韻を踏む形式で、伝統的なソネットの抱擁韻
(U marmender Reim)、つまり前半を ((abbalabba))または ((abbalcddc))、後半を ((cdcldcd))また
は ((cde/cde))などとする形はとらない。詩行のまたぎ、詩節のまたぎが作る自由なリズムからも、伝
統的なソネットの形を取りながらどこかその形から離れそうになるあやうさのようなものが感じられ
るD 最終詩節で、は交互の脚韻の形を破って mannlichな詩行を最終行に移動し、詩は未解決な響きで
閉じられている。伝統的というよりも流動的なソネットという印象のこの詩型を見ても、静的なアポ
ロ像の中に流動的な気配を見て取り、そのことによって逆に立像の静的なさまをはっきりと描写する
ことがこの詩のねらいであるように思われる。
官頭のWieは3行目のsoと相関して、「まるで・・・のような'"'-Jとしづ直輸の文を形作る。Wieに導
かれた比喰イメージは春先の朝の光が木々の枝先を貫いて輝く景色である。 so以下の主文章の内容は、
アポロ像の頭部からは芸術の危険な輝きが情け容赦なく放たれ、その光にあてられると人は命さえ落
としかねない、というものである。直輸を成り立たせる類似性は、比輪イメージの朝日の陽光と so
以下の詩の輝きのさまにある。どちらの光も遮られることなく、朝日が葉のない梢を貫いて射し込む
ように、芸術の危険な光もアポロ像の石の表面を貫いて放たれる、というのがこの直喰の意味である。
類似性は明白に書かれていて、強引に結び付けられた要素聞の類似性を探させるという性質の直輸で、
はない
比輸イメージでは具象的な描写によって際立つて目に浮かぶ早春の陽光が取り上げられ、比日食の対
象であるアポロ像に結びつけられた光は「詩の輝きj という隠輸でしか表しえない、言葉ではとらえ
がたい何かである口直輸においてとのこつの光が併置されている白具象と抽象、外界と暗い石像とい
う接点に乏しい要素を相互補完的に併置することを直輸は可能にしている。相互補完的であるゆえに、
比輸のイメージと比輸の対象はどちらかが消えるということなく 二重写しに重なる。芸術の輝きが人
の命を奪し、かねない危うさを持つものであるという so以下の記述は、比輸イメージの朝日のありよう
に投影され、 wle節にはそのような記述がないのにもかかわらず、ここでの早春の光はともすれば冷
たく、人を刺し貫くような鋭い印象を帯びる。「妨げうるものが何もなしリ (v.4)のだから、この陽の
光もまた防ぎようもなく輝いているはずだ。もちろん、「あらゆる詩の輝きJ(v.4・5)にも冬の樹々の
枝先の尖ったさまや、春の陽光の明るい気配が混ぜ合わされる。同時に、私たちは太陽の光を妨げる
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ことができないのと同様に、ともすれば詩の光に射抜かれることを防ぐことはできないとも言える。
「詩の輝き」が帯びるこうした性質は、併置された比輸のイメージとの相互作用から生まれる意味で
ある。
直輸の形態を <AwieB)と記したときのA、Bの相互影響作用は、言葉としては記述されていない
意味をも見せるに至る。これが詩における直輸の文彩としての効果であろう。第 5詩行のセミコロン
までの文が、文としては単純な意味を結んでいるわけではないのも、その効果を最大限に{動かせるた
めであると言えるかも知れない口アポロの頭部に「ないものJは芸術の光を妨げる何かである、とい
うのが文の単純な意味だが、この回りくどい意味よりも鮮明なのは、詩が喚起する冷たい危うい輝き
を内に秘めたアポロ像の頭部のたたずまいであるo I妨げる (verhindern)J (v.4) という動詞も文の
意味構成要素として働く以前に、芸術の力の危うさ、仮借なく人を打ちのめす可能性と結び付けられ、
いわばイメージの相互作用の連関に置かれる。相互作用するイメージの働きは明断なため、対象を明
噺に喚起する詩に見えるが、文としての意味はとらえどころがなく、二義的とも言える。『新詩集』で
のリルケには単純な文構成をあえて避けようとする技巧的な意図が目立ち、文の意味構成を無視して
いるかに見える場合もあるが、イメージの相互作用という観点で見ると造形されている対象は明るく
たち現れてくる。
第2詩節以降での文彩はどうだろうか。影のない眼差し、つまり見つめる光を持たないアポロ像の
見開かれたままの眼 (v.6)、冷たい石のこめかみ (v.7)、「しんとして、一度も使われたことなくぴか
ぴかと光Jる口 (v.11-12) と、リルケはアポロ像の身体的部位を列挙する。冷たく硬い石像を暗示す
る語句に、相反する生動する力感を内蔵させるのは、 3度現れる「まだ (noch)Jの一語である。この
一言によって、今ではないいつか、見つめる視力をアポロが持つこと、こめかみが脈打つこと、口を
使って言葉を発することを暗示し、静的な立像を動的な揺らぎの中に置き、そのことによって今、し
んとして動かないアポロの存在感を際立たせている。
文としての意味よりも、断片としての個々の語やイメージを際立たせる手法がここでも生きている口
アポロの口は、その後の関係詞節でまだ動いてはいなし、、と事実が記されるのにもかかわらず、「口の
震え (desMundes Beben) J (v.ll)という語が先行することによって、生きた声を発する口のイメー
ジが喚起される。後の関係文が示す「まだしんとして、一度も使われたことがなしリという動かない
アポロ像の口のさまは、先行する「動く口jのイメージを打ち消すのではなく、やはり相互作用的に
逆に鮮明にしているようだ。イメージの相互作用の力を借りて、部分の動的な印象を際立たせること
にリルケの技巧が向けられているように見える口つまり、描かれる対象としてのアポロ像の表面のさ
まざまな部分、たとえば頭部、限、こめかみ、眉、口のありさまを即物的とも言える眼差しで追う体
裁をとりながら そうした表面が描いている動的な印象の再現に力がこめられている。表面を描くこ
とに徹し、さまざまな表面の部分の質感が追求されている。ロダンの造形作品の制作手法からリルケ
が学んだのは、無数の部分が絡み合う表面の造形に徹する眼差しで、あった。
「ロダンの探求が向けられたのは、結局のところこの表面(Oberf1ache)であった。表面は光と物
との無限に多くの出会いで成り立っていて、この出会いのいずれもが他のものとは異なり、目を引く
ものであることが判明した。光と物とは、ある場所ではお互いを受け入れているように見えるが、別
の場所ではためらいながら挨拶を交わすだけであり、また別の場所では互いにそ知らぬ顔をして通り
過ぎるように見えた。このような場所は果てしなく存在し、何かが起こっていない場所は存在しなか
った。空虚は存在しなかったJ2) 
そしてこの表面を生動させることにロダンの独創があったとリルケは言う D
「ポーズはなく、群像 (Gruppe)もなく、作品構成 (Komposition)もない。ただ数え切れないほ
ど多くの生きた表面 (Flachen)があるばかりだ、った。ただ生命があるばかりだ、った。ロダンが発見
した表現手段は、まさにこの生命に向かっていったJ3) 
文としてのまとまりや 作品全体としての構成よりも、部分としての語やイメージの存在感の再現
によって、いわば表面を肉付けすることによって対象の生きた動きを際立たせるとしづ技法が、『新詩
集』でリルケが徹した表現手段で、あった。そうした観点で眺めると、最終行の「あたかも自らの歌が
自らの中に流し込まれているかのようだJという非現実話法で書かれた直輸のイメージの文でも、立
像という事実とは逆のアポロ、つまり生きて歌うアポロ、自らの歌の力を外部へと解き放っアポロ、
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としづ生動するイメージが喚起され、このイメージがふたたび静的な立像のさまと二重写しになる、
という相互作用の働きが意図されていることがわかる口
Blaue Hortensie 
青いアジサイ
So wie das letzte Grun in Farbentiegeln 
sind diese Blatter， trocken， stumpf und rauh， 
hinter den Blutendolden， die ein Blau 
nicht auf sich tragen， nur von ferne spiegeln. 
まるでこれらの葉は絵の具壷にある最後の緑のようだ
乾いて、葉先は鈍く、ざらざらとして、
花房の向こうにあるが、その花も青色を
身に帯びているというより、ただ遠くのなにかを映し出しているようだ。
Sie spiegeln es verweint und ungenau， 
als wollten sie es wiederum ver lieren， 
und wie in alten blauen Briefpapieren 
ist Gelb in ihnen， Violett und Grau; 
花房は青を映す、泣きながら、あいまいに、
まるでふたたび消えてしまうかのように、
古い青い色の便筆のように
黄色や、スミレ色や灰色が混ざっている。
Verwaschnes wie an einer Kinderschurze， 
Nichtmehrgetragnes， dem nichts mehr geschieht: 
wie fuhlt man eines kleinen Lebens Kurze. 
子供の前掛けにあるような洗いざらされるもの、
もう着られないもの、もうどうでもよくなってしまったもの、
小さな生命のなんとはかないことだろうか。
Doch plotzlich scheint das Blau sich zu verneuen 
in einer von den Dolden， und man sieht 
ein ruhrend Blaues sich vor Grunem freuen. 4) 
だが、突然、この青は花房の中の一つに
あらためて新鮮に映るかのよう。緑を背景に
心を震わせる青色の喜ぶさまが見える。
この詩でも wleで比喰イメージを導く直輸が多用される。まず冒頭に、アジサイの葉を乾いた緑色
の絵の具になぞらえる直輸がある。「乾し、て、鈍く、ざらざらしている (trocken，stumpfund rauh) J 
(v.2)という列挙された語の示す意味が、アジサイの葉と絵の具壷で乾し、ている絵の具とが共有する
色以外の類似性であるo I乾いた」というイメージがアジサイの葉を描くのに新鮮ではあるが、直輸と
しては前に引用した詩におけるものと同様、類似する属性を明記したわかりやすい、明断な形であるD
第2詩節でも、花の青色の、濡れるような、あいまいでとらえがたい印象を 「まるでふたたび消えて
しまうかのようだJ(v.6) というイメージで描く比輸があるが、やはり「泣くように、あいまいに
(verweint und ungenau) J (v.5) とし、う、比愉イメージと比輸の対象とが共有する属性が明記され
ている。さらにさまざまな色の花びらを含むアジサイの花房を色のついた便筆紙になぞらえ5)、「洗い
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ざらされるなにか(Verwaschnes) J ( v. 9 )に「子供の前掛けにあるような (wiean einer 
I{inderschurze) Jとし、う比喰イメージが説明的に付け加えられている。特に後者の直輸はあいまいな
印象をあえてあいまいなままに提示しようとしたかに見える表現だが、続く詩行でそれが I(アジサイ
の)小さな生命の短さJ(v.11)を印象付ける表現であることが明示されている。
アジサイの葉と乾し、た絵の具壷を併置する直輸の意外性によって詩は始まる。この詩は描かれる対
象としての「水色のアジサイ」を中心に据えながらも、イメージの意外性、自由な飛朔感に満ちてい
る。「また消えてしまうようだj という、花の色あいのとらえどころのない印象への言及も、青い便筆
や子供の前掛けなどの日用品が詩にちりばめられていることも、描かれる対象としての色鮮やかなア
ジサイから一時離れて、自由に飛朔するイメージを導入しようとする試みに思える。 (AwieB)のA
とBの比愉構成要素は意外性という基準で選択されているが、それが新鮮な飛朔であるほど出発点と
してのアジサイの存在感は深まる。だが、直輸の形は前に引用した『初期のアポロ』と同様、比輸さ
れる対象と比輸のイメージを結ぶ類似性を明示するもので、新たに類似性を探させるような負荷の強
い文彩ではない口たとえば「あらいざらされるもの (Verwaschnes)J (v.9)、「もはや着られないもの
(Nichtmehrgetragnes) J (v.10)などの造語、名詞化形容詞の列挙によって、とらえどころのない印
象が騰に示されているのにもかかわらず、この詩の相貌は明るく明断である。この明噺な雰囲気に、
類似性を明示する直輸などの文彩のわかりやすい形が一役買っているロ意外性のあるイメージが選択
されているが、イメージの個々は明白な像を喚起するものばかりである。
事物の表面に拘泥する『新詩集』の詩法は、このソネットでもはっきりと見て取れる。そもそも「ア
ジサイ (Hortensie)Jという語は表題以外には現れず、この植物の花房の表面に現れている青色とい
う部分にのみ徹底して焦点を当て、ひたすら青色の色合いの再現が目指されているかのようだ口語に
よる定義を拒む、とらえどころのないアジサイの青の色合いを、洗いぎらしたエプロンのようなくっ
きりした質感であらわすためにさまざまな比輸イメージが重ねられるD
この青い表面を「生動する表面Jに変える仕組みの一つが、意外な比喰イメージを列挙する新鮮な
飛朔感だが、直輸中心の口調が隠、輸の簡潔さに転じられる最終詩節は、静止したアジサイの花の青色
に動的な要素を注入する働きをもっとも果たしているといえよう。青い色を自らを更新し (sichzu 
verneuen)、喜ぶ (sich…企euen)主体とするメタファーにおいて、アジサイはもはやとらえどころ
のない生成変化の動きの中に置かれる。だが直輸、隠、輸の連呼という少し装飾過多とも言えなくもな
い文彩によって、比輸のイメージとしての動的な側面はかえってアジサイの静かなたたずまいを想起
させる。動的イメージをあえて非現実化することによって、現実のアジサイのさまを際立たせようと
いう構成である。あくまでも描写の対象としての静物である青いアジサイと、その静かなさまに潜む
動きの予感とを二重写しにさせようとしているが、そのために先の『ロダン論』からの引用ではネガ
ティブに言及されていた作品構成 (Komposition)の力をこの詩では借りているとも言えよう D
この『青いアジサイ』も『初期のアポロ』と同様に、形式としては5脚のヤンブス詩行からなるソ
ネットである。脚韻形式は、前半は ((abbalbccb))、後半は (dedJfef))としづ抱擁韻で書かれ、脚韻の
形式にあわせて男性的な詩行、女性的な詩行が現れる口 4行の詩節からなる前半 (Quartett) と3行
の詩節からなる後半 (Terzett)の対比関係はなく、構成としては最終詩節を大きな転換点として花の
姿形を流動的な相のもとにおこうとする意図があり、最終詩節はそれゆえ詩行のまたぎも多用されて
詩は極めて流動的なあいまいさの中で閉じられる。
Anmerkungen 
1) Reiner Maria Rilke Samtliche Werke. Hg. von Rilke-Archiv. Frankfurt alM 1955， Bd. 2 (以下
RW2と略記)，S. 481. 
2) RW9， S.149 : Und schlieβlich war es diese Oberflache， auf die seine Forschung sich wandte. 
Sie bestand aus unendlich vielen Begegnungen des Lichtes mit dem Dinge， und es zeigte sich， daβ 
jede dieser Begegnungen anders war und jede merkwurdig. An dieser Stelle schienen sie einander 
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aufzunehmen， an jene1' sich zりge1'ndzu begruβen， an eine1' d1'itten f1'emd an einande1' 
vo1'beizugehen; und es gab Stellen ohne Ende und keine， auf de1' nicht etwas geschah. Es gab 
keine Lee1'e. 
3) RW9， S.150: Es gab wede1' Pose， noch G1'uppe， noch Komposition. Es gab nu1' unzahlba1' viele 
lebendige Flachen， es gab nu1' Leben， und das Ausdrucksmittel， das e1' sich gefunden hatte， ging 
gerade auf dieses Leben zu. 
4) RW2， S.519. 
5)高安国世の訳では「斑(ふ)のできた書簡婆Jと解されている。『リルケ全集j](禰生書房)1968、
第 3巻 75ページ以下参照。
51 
